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朝日講座 2020/12/23 

 

なぜ最先端の科学技術は、ときに不安を引き起こすのか？ 
 

佐倉 統（東京大学大学院情報学環／理化学研究所革新知能統合研究センター） 

 

 

I. フランケンシュタイン・コンプレックス 

・by アイザック・アシモフ 

・先端技術へのいいしれぬ不安～歴史的に無数の事例あり 

・刷り込みの問題？ 

 

II. 科学的知識はそもそも人に優しくない 

・3大科学革命～地動説（コペルニクス）、進化論（ダーウィン）、無意識（フロイト） 

 →科学は人を中心から追いやってきた→科学はそもそも人に優しくない？ 

・なぜ科学は人間の直観を超える知識を生成できるのか？ 

 →科学的知識の特徴＝仮説演繹法＋専門家集団によるピアレビュー 

 →日常的知識と科学的知識のギャップ 

 

III. 科学的知識を使いこなすには 

・「知識は力なり」vs「状況に埋め込まれた知識」 

・天動説と地動説の使いわけ 

・歴史的に見れば科学（＋技術）と日常的知識は結構近いところにあった 

・科学技術と社会の間に《縁側》を！ 

・日本の衣食住のレベルの高さ→日常的科学の可能性 
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